
第１回 丹波市山南地域市立小学校統合検討委員会 次第 

日時：令和８年 10 月５日（月） 19 時 30 分～ 

場所：丹波市山南住民センター 集会室 

 

１ 開会 

   

 

２ あいさつ  

   

 

３ 丹波市山南地域市立小学校統合検討委員会設置要綱、傍聴規則 

 

 

４ 正副委員長の選出（互選） 

 

 

５ 丹波市教育委員会より説明  

・丹波市立学校適正規模・適正配置方針（概要） 

・丹波市の小学生数の推移状況 

・山南地域の小学校の在り方に関する要望書について 

 

 

６ 今後の進め方について（意見交換） 

 

 

７ 次回委員会の日程について 

・日 時   月  日（ ）19 時 30 分～   

   ・場 所                  

 

 

８ 閉会  

 

 

 



－ＭＥＭＯ－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



丹波市山南地域市立小学校統合検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 丹波市山南地域における市立小学校の統合について検討するため、丹

波市山南地域市立小学校統合検討委員会（以下「委員会」という。）を設置

する。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌するものとする。 

(１) 山南地域市立小学校の統合の検討に関すること。 

(２) その他統合の検討に必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員 20 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育長が委嘱する。 

 (１) 山南地域の各校区の自治会を代表する者 

 (２) 山南地域小学校の保護者を代表する者 

（３） 山南地域認定こども園の保護者を代表する者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、原則として委員会の設置から第２条の学校統合の検討

に関する所掌事項の協議が終了するまでの期間とする。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

（部会） 

第７条 委員会は、必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会に部会長及び副部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを

定める。 

３ 部会長の職務及び部会の会議については、第５条第３項から第４項まで及

び前条の規定を準用する。 

４ 部会長は、部会において検討した結果を委員会に報告し、部会の検討結果

は、委員会で協議し決定するものとする。 
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５ その他の部会に関することは、原則として部会で協議し決定することがで

きる。 

 （識見を有する者の出席） 

第８条 委員長又は部会長は、必要があると認めるときは、識見を有する者そ

の他関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 （庶務） 

第９条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育部教育総務課において処理す

る。 

 （その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別

に定める。 

附 則 

この要綱は、令和８年８月 10 日から施行する。 
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○丹波市山南地域市立小学校統合検討委員会傍聴規則 

 

令和８年８月10日 

 

（傍聴の手続） 

第１条 丹波市山南地域市立小学校統合検討委員会（以下「検討委員会」とい

う。）の会議を傍聴しようとする者（以下「傍聴人」という。）は、先着順

に受付においてその住所及び氏名を受付簿に自書し、係員の指示に従い傍聴

席に着かなければならない。 

（傍聴の禁止） 

第２条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。 

(１) 酒気を帯びている者 

(２) 凶器の類その他危険のおそれのあるものを携帯した者 

（３） 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を持っている者 

（４） 笛、ラッパ、太鼓その他楽器の類を持っている者 

(５) 前各号に掲げるもののほか、委員長において傍聴を不適当と認める者 

（傍聴人の数の制限） 

第３条 委員長は、必要と認めたときは、傍聴人の員数を制限することができ

る。 

（傍聴人の遵守事項） 

第４条 傍聴人は、次の事項を守らなければならない。 

(１) 私語及び飲食をしないこと。 

(２) 会議の言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しない

こと。 

(３) 撮影、録音等を行わないこと。ただし、委員長の許可を得た場合は、

この限りでない。 

(４) 前各号のほか、会議の秩序を乱し又は会議の妨害となるような行為を

しないこと。 

２ 前項のほか、傍聴人は、委員長の指示に従わなければならない。 

（退場命令） 

第５条 委員長は、傍聴人がこの規則に違反し、会議秩序を乱すおそれがある

と認めるときは、退場を命ずることができる。 

（その他） 

第６条 この規則に定めるもののほか、傍聴に関し必要な事項は、検討委員会

が定める。 

附 則 

この規則は、令和８年８月10日から施行する。 
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　　　　【参考資料】 
令和8年7月9日付け
丹波市山南町自治会長会要望書
（山南町各自治協・振興会長連名）
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